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１
月
４
日
、
町
消
防
出
初
め
式
を
朝

市
駐
車
場
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で
行

い
ま
し
た
。

朝
市
駐
車
場
に
集
合
し
た
１
０
５
人

の
消
防
団
員
ら
は
、
渡
邉
町
長
、
小
玉

多
智
美
町
消
防
団
長
か
ら
の
観
閲
を
受

け
、
服
装
、
姿
勢
、
礼
式
な
ど
の
点
検

を
行
っ
た
後
、
下
タ
町
通
り
や
中
央
線

を
行
進
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で

式
典
を
行
い
、
防
災
や
消
防
活
動
な
ど

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
分
団
に
表
彰

状
や
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
玉
団
長
が
「
災
害
現
場

で
の
対
応
力
を
高
め
る
た
め
、
団
員
一

同
で
研
さ
ん
を
積
む
」
と
訓
示
を
、
千

葉
與
右
エ
門
副
団
長
が
「
さ
ら
な
る
予

防
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有
事
に

は
迅
速
果
敢
に
行
動
し
、町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
」
と
宣
誓
し
、

気
持
ち
を
新
た
に
、
防
災
活
動
へ
取
り

組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
消
防
出
初
め
式
で

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん（

敬
称
略
）

◉
秋
田
県
知
事
表
彰

◆
有
功
章

　
今
村　
　
宏
（
第
１
分
団
分
団
長
）

　
石
井　
康
幸
（
第
10
・
11
分
団
分
団
長
）

◆
35
年
勤
続
章

　
千
葉
與
右
エ
門
（
団
本
部
副
団
長
）

　
石
川　
嘉
博
（
団
本
部
分
団
長
）

◆
30
年
勤
続
章

　
工
藤　
正
広
（
第
４
分
団
班
長
）

　
伊
藤　
克
範
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

　
伊
藤　
　
渉
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

◆
25
年
勤
続
章

　
舘
岡　
英
尚
（
第
２
・
３
分
団
分
団
長
）

　
千
田　
　
勉
（
第
４
分
団
団
員
）

　
畠
山　
勝
美
（
第
４
分
団
団
員
）

　
伊
藤　
久
浩
（
第
８
・
９
分
団
副
分
団
長
）

　
伊
藤　
一
成
（
第
12
・
13
分
団
分
団
長
）

　
佐
藤　
和
久
（
第
12
・
13
分
団
副
分
団
長
）

◆
20
年
勤
続
章

　
小
玉　
良
秋
（
第
４
分
団
団
員
）

　
金
野　
　
修
（
第
５
分
団
部
長
）

　
伊
藤　
　
忠
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

　
澤
田
石
幸
男
（
第
10
・
11
分
団
分
団
長
）

　
畑
澤　
　
智
（
第
10
・
11
分
団
副
分
団
長
）

　
工
藤　
達
也
（
第
10
・
11
分
団
部
長
）

　
猿
田　
公
平
（
消
防
本
部
消
防
司
令
補
）

◉
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
勤
続
章
・
10
年
勤
続

　
栗
山　
　
健
（
第
１
分
団
団
員
）

　
伊
藤　
　
智
（
第
４
分
団
団
員
）

　
藤
井　
純
一
（
第
４
分
団
団
員
）

　
草
皆　
拓
弥
（
第
５
分
団
班
長
）

　
伊
藤　
知
範
（
第
８
・
９
分
団
班
長
）

　
猿
田　
未
徳
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

　
畑
澤　
忠
則
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

　
今
川　
貴
博
（
消
防
本
部
消
防
士
長
）

◉
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
長
表
彰

◆
優
良
消
防
団
員

　
佐
藤
江
梨
香
（
団
本
部
団
員
）

　
三
浦
佳
奈
子
（
団
本
部
団
員
）

　
伊
藤　
祐
子
（
団
本
部
団
員
）

　
川
緑　
薫
子
（
団
本
部
団
員
）

　
菊
地　
直
子
（
団
本
部
団
員
）

　
小
玉　
敦
志
（
第
４
分
団
団
員
）

　
千
葉　
真
也
（
第
８
・
９
分
団
団
員
）

　
澤
田
石　
優
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

◆
７
年
勤
続

　
猿
田　
吉
德
（
第
２
・
３
分
団
団
員
）

　
平
塚　
勇
希
（
第
５
分
団
団
員
）

　
小
玉　
　
満
（
第
６
分
団
班
長
）

　
佐
藤　
寿
幸
（
第
６
分
団
団
員
）

　
加
賀
屋　
淳
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

◉
町
長
感
謝
状

◆
永
年
勤
続
退
職
者

（故）
越
高　
孝
雄
（
前
第
６
分
団
分
団
長
）

　
金
澤　
幸
則
（
前
第
７
分
団
分
団
長
）

　
畠
山　
正
之
（
前
第
８
・
９
分
団
分
団
長
）

　
齊
藤　
忠
佳
（
前
第
５
分
団
部
長
）

（故）
伊
藤　
次
男
（
前
第
５
分
団
班
長
）

　
畠
山　
勝
雄
（
前
第
８
・
９
分
団
班
長
）

　
佐
藤　
慶
彦
（
前
第
12
・
13
分
団
班
長
）

◆
消
防
協
力
者

　
田
仲　
勝
美
（
平
ノ
下
）

◆
５
年
勤
続
章

　
岩
見　
　
茂
（
第
６
分
団
団
員
）

　
佐
々
木
一
朗
（
第
７
分
団
班
長
）

◆
優
良
分
団

　
第
１
分
団
、
第
２
・
３
分
団
、
第
４

分
団
、
第
５
分
団
、
第
７
分
団
、
第

８
・
９
分
団
、
第
10
・
11
分
団

※�

令
和
３
年
１
月
３
日
か
ら
令
和
４
年

１
月
２
日
ま
で
の
間
、
管
轄
区
域
が

無
火
災　

消防出初め式には町消防団員ら105人が出席し、気持ちを新たに防災活動へ取り組むことを誓い合いました。

雪が降る中、分団ごとに下タ町通りや中央線を行進しました。 朝市駐車場に集合した団員は、渡邉町長や小玉町消防団長から
の観閲を受けました。

舘岡奥鵬（本名・正雄）さんが、消防精
神の吟詠を披露。

訓示を述べた小玉町消防団長。 式典では、防災や消防活動に功績のあった個人
や分団に、それぞれ表彰状などが贈られました。

町消防団の小型動力ポンプ積載車を更新
　このほど、町消防団に配備の小型動力ポン
プ積載車５台を更新しました。
　更新前の小型動力ポンプ積載車は運用開始
から20年が経過し、老朽化が進んでいたた
め、新車両を購入配備し、第５分団、第７分
団、第８・９分団２部、第10・11分団１
部、第12・13分団１部において、昨年12月
26日から運用が開始されています。


